





























































な HPC システムの連携（HPC エコシステム）を実現するための戦略と活動を提言する
ことである。HET が重視したのは、ペタ FLOPS クラスのコンピューティング能力をも
つ最上位クラスのリソース、およびこのようなシステムを効率的に活用するための方法






ラム（ESFRI）ロードマップにおける全 35 プロジェクトの 1 つとして、「European 
High-Performance Computing Service」が組み込まれた。そして、HET の提言の具
体化に向けて、2007 年 4 月には欧州 15 ヵ国のスーパーコンピューティングセンターに






科 学 技 術 動 向　2007年 10月号
2








































3Science & Technology Trends   October  2007















































































2）Nature Biotechnology 電子版（2007 年 8 月 19 日）
3）Cell Stem Cell 1, 1-7 （2007）




















































1）　JOGMEC-TRC フォーラム 5（2007 年 8 月 31 日）　報告資料
2）　メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム　ホームページ：http://www.mh21japan.gr.jp/mh-1.html










































































換して、3 台で約 1500 Ｗの発電ができる。こ









































































 フロンティア分野 TOPICS Frontier




































2） AFPBB News　2007 年 8 月 21 日
3） Financial Journal　2007年4月7日
4） 科学技術動向 2007 年 3 月号トピックス：目指す
社会によって変わりうる将来の温暖化予測
5） AGU Release No.70-11：Arctic ice retreating 
more quickly than computer models project
6）  JAMSTEC & JAXA プレスリリース2007年8月16日：
北極海での海氷面積が観測史上最小に－今後さら
に予測モデルを大幅に上回る減少の見込み－


































































































　旧貿易産業省（Department of Trade and 
Industry、DTI）の科学・イノベーション部分と、
旧教育職業技能省（Department for Education 
and Skills、DfES）の高等教育部門をまとめ、イノ
ベーション・大学・職業技能省（Department for 
Innovation, Universities and Skills、DIUS） を創
設した1）。DIUS内には主任科学顧問デビッド・キ
ング氏の率いる科学庁（Government Office for 
Science、GOS）とケニス・オニオン氏の率いる科






名 で 科 学 技 術10年 計 画“Science & innovation 































































Mario R. Capecchi（米） ：ユタ大学
Martin J. Evans（英） ：カーディフ大学











を確立した。哺乳類では初の成功であり、その成果は 1981 年の Nature 誌に ｢ マウス胚
からの多能性胚性幹細胞培養系の樹立 (Establishment in culture of pluripotential cells 
from mouse embryos)｣ として報告した (Nature 1981,292:154-6)。一方、Capecchi 氏









・マウス胚由来幹細胞における変異HPRT遺伝子の標的修正法(Targeted correction of 
a mutant HPRT gene in mouse embryonic stem cells. Nature 1987, 330:576-8)
・マウス胚由来幹細胞のターゲティングによる部位特異的変異(Si te -d i rec ted 
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mutagenesis by gene targeting in mouse embryo-derived stem cells. Cell 
1987,51:503-12)
（２）物理学賞
Albert Fert (仏) ：パリ南大学
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Arbert Arnold Gore Jr.（米）：

































　 高 性 能 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ




























































の6月 に「 欧 州 に お け る 高 性 能
コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ の タ ス ク
フォース（HET：HPC in Europe 
Taskforce）」が 発 足 し た。HET



















1  はじめに ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　











る。TOP500 リストは毎年 6 月
と 11月 に発表されている。以下
では、2007 年 6 月のリストから
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欧州におけるペタスケールコンピューティングの動向
図表１　大陸別の保有性能値の推移 (TOP500 リスト内のシステムに限る )
欧州の HPC システムの状況を概
観する。
　 図 表 1 は、1997 年 6 月 か ら


























































































































図表  大陸別の保有性能値の推移 リスト内のシステムに限る
































































































































■ 用 語 説 明 ■












Es tab l i shment（TOP500 リ















ス テ ム の 最 近 の 導 入 例 と し て
は 、英 国 の H E C T o R（ H i g h -








り、2007 年 10 月からオープンに
なる。第 2 フェーズは 2009 年の
10月に予定されており、ピーク性
能で 250TFLOPS、そして性能は

















































と し て は、BLAS（Basic Linear 
Algebra Subprograms）注4）へ の
貢献、NAGライブラリ注5）、計算





























世界で最も広範囲をカバーしており、欧州の研究と教育ネットワーク (NRENs: National Research and Education 
Networks)を経由し34ヶ国にわたる接続を可能にしている。
■ 用 語 説 明 ■












準備段階 2006‐2007 年 1. 6‐16 億円
中位レベル
インフラ















2 ～ 3 年ごとに
160‐320 億円
メンテナンス／アップグレード 年 80‐160 億円
ソフトウェア開発、最適化、トレーニングなどの支援プロジェクト 年 48‐80 億円
















図表  「欧州におけ ピューティングタスクフォース 」の検討経過




図表４　European High-Performance Computing Service の推定費用
（推定費用は1ユーロを160円換算）
参考資料8）を基に科学技術動向研究センターにて作成










　 こ こ で は、2‐4 節 で 示 し た







































ラ ム 」（ E S F R I ： E u r o p e a n 

























































































































通信システム レイテンシ  ー( ナノ秒 )
スーパーコンピュータ内部ネットワークHW レイテンシー 3‐5
スーパーコンピュータ内部ネットワーク SW レイテンシー 800‐2,000
商用の内部ネットワーク SW レイテンシー 2,000‐50,000
Km あたりのグラスファイバーの光速 (HW) レイテンシー 10,000
長距離プロトコル (SW) レイテンシー > 1,000,000
参考文献9）による
参考文献13）による

























































































































































































































注 ８  D E I S A（ D i s t r i b u t e d 
European Infrastructure for 
Supercomputing Applications）：


































































































































　また EC は、欧州がペタ FLOPS




































































































































































































































5  おわりに ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
【用語集】
FP7 : Seventh Framework Programme
DEISA : Distributed European Infrastructure for Supercomputing Applications
EGEE : Enabling Grid for E-sciencE
ESFRI : European Strategy Forum on Research Infrastructures
GEANT : Seventh generation of pan-European research and education network
HET : HPC in Europe Taskforce
HPC : High Performance Computing
　欧州におけるペタスケールコ
ンピューティングの動向につい











NLCF 計 画、 国 防 総 省 の HPCS



















て、2007 年 4 月には欧州 15 ヵ
国のスーパーコンピューティン
グセンターによる「Partnership 
for Advanced Computing in 




















































































































































約数 10 ミリメートル、10-6 秒）や圧力波の伝播（音速）から、バーナーのスケール（数
















































7） Introduction to e-Infrastructure 
activity under FP7（Mario 
Campolargo 26th Feb. 2007）
8） ESFRI European Roadmap 
for Research Infrastructures 
Report 2006（p65）
9 ）   A  s u s t a i n a b l e  H i g h 




10）Towards a Sustainable High-
P e r f o rmance  Compu t i ng 
Ecosystem through Enabling 








12）HET Peer Review Process 




13）The Sc ient i f ic  Case for  a 
European Super Computing 
In f r a s t ruc tu r e  Pe t a s ca l e 
Computing in   Europe 
（http ://www.hpcineurope
taskforce.eu/deliverables）
14）Federal Plan for High-End 
Computing 
R e p o r t  o f  t h e  H i g h - E n d 







向 2005 . 2 月）
16) Pan-European supercomputer 
c o m e s  a  s t e p  c l o s e r  t o 
r e a l i t y ( C O R D I S  N e w s 
2007.04.18)
































































































































































































































■ 用 語 説 明 ■





















































































国 年 2001 2002 2003 2004 2005
中国 100 85 100 200 250
日本 55 55 70 70 70
カナダ 45 45 50 50 50
ベルギー 40 40 40 30 30
ロシア 15 15 15 15 15
フランス 65 65 65 10 10
その他 29 30 30 29 30
合計 349 335 370 404 455
年 2001 2002 2003 2004 2005
透明電極 260 300 360 470 ―
ボンディング 19 21 25 35 ―
低融点合金 6 6 6 8 ―
電池・接点材 5 5 5 5 ―
蛍光体 8 8 8 8 ―
化合物半導体 17 4 7 7 ―
その他 8 11 8 8 ―
合計 323 355 419 541 634（推定）
原料
供給
生産量 70 70 70 70 70
輸入量 171 141 264 421 422
スクラップ
再生 127 158 159 249 329




























年 2000 2001 2002 2003 2004
需要
研磨剤（CeO2） 3,738 2,544 3,721 4,061 4,228
FCC触媒（粗製塩化希土） 702 776 814 682 710
ブラウン管（COe2） 1,500 1,098 1,020 907 944
UVガラス（COe2） 1,332 1,283 1,346 1,350 1,406
光学ガラス（La2O3） 526 409 384 437 455
廃ガス用触媒（CeO2+La2O3) 670 646 677 680 708
脱硫触媒（CeO2） 533 533 555 603 628
コンデンサ （ーNd2O3+La2O3） 1,139 633 762 942 981
蛍光体（Y、Eu、Gd、Tb） ― ― 850 1,200 1,249
焼結希土類磁石（Nd2O3+Sm2O3) 3,753 3,065 3,365 4,058 4,225
ボンド磁石（Nd2O3+Sm2O3) 165 139 118 127 132
ミッシュメタル（MM+La） 2,360 1,490 3,920 3,560 3,707
原料供給（金属量） 27,671 19,737 22,570 25,704 26,762
日本の需要と原料供給（t）












出展：Rosskil Rare Earth 2004

































































































































































（詳細不明） 亜鉛の副産物 1 位（60%）2 位：米国
レアアース



























































































































































































量を 10% と仮定した場合には 1）、
2010 年には、ハイブリッド自動
車の生産が年間 120 万台と予想





































2003 年 7 月 2005 年 7 月 2007 年 7 月
主な用途
価格 比率 (%) 価格 比率 (%) 価格 比率 (%)
銅 US$/t 1710
100
3614 210 7540 440 電線、電子機器、機械
亜鉛 US$/t 827 1194 140 3384 410 メッキ鋼板、合金
白金 US$/oz 690 879 130 1280 190 自動車用排ガス浄化触媒、電子機器
ニッケル US$/kg 8.8 14.6 170 52 590 ステンレス鋼、二次電池
タングステン US$/MTU 46 145 320 165 360 超硬工具、高速度鋼
コバルト US$/kg 23.5 30 130 70 230 耐熱合金、二次電池
モリブデン US$/kg 11.5 66.6 580 65 570 構造用合金、パイプ
インジウム US$/kg 183 899 490 700 380 透明電極（液晶、太陽電池）
ネオジウム US$/kg 6.8 11.7 170 24 350 希土類磁石
ディスプロシウム US$/kg 25 65 260 90 360 希土類磁石
（注）（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）ホームページ 10) より作成。












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7 月 20 日に「海洋基本法」が施





























鉱物資源の種類 マンガン団塊 マンガン・クラスト 海底熱水鉱床
鉱物資源の
内容
形態 直径 1 ～ 10cm の球状 厚さ 1 ～ 10cm の被覆物 チムニー、マウンド
主成分 鉄およびマンガン酸化物 鉄およびマンガン酸化物 鉄、銅、亜鉛酸化物
対象金属 銅、ニッケル コバルト、白金、希土類 金、銀、銅、亜鉛、鉛
成因 海水からの化学体積 海水からの化学体積 高温熱水から沈殿
鉱床規模 ～ 100km ～ 10km ～ 1km
原始資源量 5000億t（推定） 500億t（推定） 100万t（1箇所当たり）
形成時期 ＜ 80百万年 ＜ 120百万年 ＜百万年
鉱物資源の
存在状態
水深範囲 3500 ～ 6000m 1000 ～ 3000m 1200 ～ 3000m
大洋別領域 太平洋、インド洋 西太平洋 中央海嶺 284、島弧 58
地質環境 堆積速度の遅い深海底 海山、海台の露岩域 中央海嶺および島弧火山
EEZ との関係 外側の公海上 日本の EEZ および公海 日本の EEZ および公海
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9） U. Schwarz-Schampera, P. M. 
Herzig ,“Indium: Geology, 








ト 」 基 本 計 画、http://www.
m e t i . g o . j p / i n f o r m a t i o n /
downloadfiles/c70301a01j.pdf
12）ハイブリッド自動車生産「2015 
年 に お け る 自 動 車 産 業 予 測
（2006 年版）」、総合技研、







14）「 非 鉄 金 属 資 源 の 安 定 供 給 確
保に向けた戦略＜報告書＞」、
（2006）、資源戦略研究会、
h t t p : / / w w w . m e t i . g o . j p /















1 7 ）「 元 素 戦 略 プ ロ ジ ェ ク ト 」に
関 す る 研 究 開 発 課 題 の 募 集
に つ い て 」、　 h t t p : / / w w w .















21）「 日 本 近 海 の 海 底 鉱 物 資 源 賦
存 状 況 調 査 」、JOGMEC 資 料、




本 と 世 界 」、 金 属 資 源 レ ポ ー
ト（JOGMEC）、Vol.36、No3、
p155 ～ 159 （2006）、
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　米国で America  COMPETES 法が成立
　職能技能育成に標的を合わせた英国の科学技術行政改革
特別記事‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
　2007 年ノーベル賞自然科学３部門と平和賞の受賞者決まる
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